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　山内正之　皆さん、こんにちは。広島からやっ
てきましたけれども、こういう場で話をさせてい
ただくことはめったにないことなんで、うまく
しゃべれるかどうかわかりませんけど、頑張りた
いと思いますのでよろしくお願いします。
　私は66歳です。今日、誕生日なんですよ（拍
手）。今もう学校を退職して、張先生が紹介くだ
さったように、大久野島、かつて毒ガスをつくっ
ていた島、しかもその毒ガスを使って日本がたく
さんの外国人を殺したり傷つけた歴史を地元で伝
える活動をしようと毒ガス島歴史研究所という団
体をつくって活動しています。ホームページにも
資料等をアップしておりますので、何かの折には
ぜひ見ていただきたいと思います。

広島から
　皆さんは、広島といったら原爆のことはよくご
存じだと思うんですね。世界で初めて原爆が投下
されて、たくさんの人の命が失われました。（広
島の原爆被害者の写真を見せながら（１））広島の
方で見られた方もおられると思いますけど、日本
人として絶対に忘れてはならないこと、これは広
島・長崎の原爆。ほかにもたくさん戦争の被害の
歴史はありますけど、きちっと日本人の心にとめ
て、世界に向けて二度とこういう悲惨なことを繰
り返してはならないと訴えていかないといけない
ですね。そういう意味でこの写真は非常に貴重で

す。
　これは有名な写真です。広島の原爆ドームの近
くにある平和記念館にはこういった写真がたくさ
ん掲載されてます。教科書にもよく載せられてい
る写真なんですが、原爆が投下されて10分後に撮
られた写真なんです。原爆を受けて、みんなで御
幸橋という橋のたもとへ逃げている様子なんです
ね。この女学生の写真も資料館では有名ですけ
ど、多分動員学徒で、どこかの作業場に行ってた
んでしょう。そのとき被害を受けて、かばんを肩
にかけてたんですね。ここにその跡がくっきりと
残ってますね。原爆いうのは本当にすごい熱線
で、あっという間に人間を焼き尽くしてますか
ら、すごい被害を皆受けているんですね。
　同じく広島の被害者の写真です。これも広島の
原爆によって被害を受けた方、こちらは兵隊さん
らしいんですね。この写真を撮られた１時間後に
は命を落とされたようです。こういう悲惨なこと
を二度と繰り返してはならない。これは「ノーモ
ア・ヒロシマ」という言葉で世界に訴えています
ね。この言葉は皆さんよくご存じだと思うんで
す。
　今年８月６日に平和式典、いつも慰霊祭がある
んですけど、そのときに原爆の被害を受けて亡く
なった人の数が発表されています。26万5000人を
超えてるんですね。もちろん兵隊さんもおられま
すけど、圧倒的多数は一般の広島の市民、あるい
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は在日朝鮮人の方も、強制的に連れてこられた中
国人の方も、いろいろな方がおられます。そうい
う風に広島におられた方は皆何らかの形で命を落
としたり、いわゆる被害を受けられた歴史がある
ということですね。
　もう一つ写真を見てください。今度は８月９
日、長崎に２発目の原爆が落とされた。そのとき
の被害者の写真です。この背中が真っ赤に焼けた
だれた男の子、16才なんですね。この方は幸い命
を取りとめて、いま一生懸命核廃絶を訴えておら
れます。すごい被害を受けられたんですけれど
も、幸い命が助かって、自分の一生をいわゆる核
兵器廃絶のために活動されている。
　これも長崎の被害者の写真ですね。小学生の写
真です。この子は一瞬のうちにこういう状態にさ
れた。しかも、この子は爆心地から700メートル
離れたところでこのように炭になってたんです
ね。いかに原爆の熱線がひどいものかわかります
よね。この子は一瞬のうちに炭にされた。この子
はまさか自分がこんなことになるとは夢にも思っ
ていなかったと思うんです。これが原爆なんです
よ。
　広島の原爆、長崎の原爆、ともにたくさんの人
の命を奪い、傷つけました。その中でたくさんの
子供たちが命を失ったり傷ついているんですね。
だからこの写真も子供たちの写真が多いですよ
ね。原爆の恐ろしさは無差別に人を殺し傷つける
ことです。もちろん戦争はいけませんよ。１対１
で撃ち合うことも人殺しをすることですから、戦
争はやっぱり避けなくてはいけません。でも、本
当に戦争には関係ないような一般市民までも一瞬
のうちに殺したり傷つけたりする、こういう兵器
はやっぱり二度と使わせてはならないです。日本
人として世界に訴えていくことは大事なことだと
思います。
　戦争が終わってから、広島はずっと「ノーモ
ア・ヒロシマ」を訴えてきたんですね。だけど、

第二次世界大戦中に使われたこんな悲惨な兵器は
原爆だけではないんですね。今日お話しする毒ガ
ス、これも原爆ほど破壊力はないですよ。でも
いったん使えば、そこにいる人、だれもが傷つい
ていく、あるいは殺されるということにおいては
一緒なんです。今度は、毒ガスを使ったらどんな
悲惨な状態が起こるか、写真で見てもらって話を
したいと思います。
　これは毒ガスによって被害を受けた人の写真で
す。ただし、日本軍が第二次世界大戦中に与えた
被害ではありません。第二次世界大戦中、日本は
秘密の中で毒ガスを使ってますから、写真もほと
んど残ってないのです。だからこれらの写真は同
じ毒ガスの被害者でも、イラン・イラク戦争のと
きに受けた被害者の写真です。1980年イラン・イ
ラク戦争が起こったそのときに毒ガスが使われ
た。イラクがイランの人に対して使ったときの被
害者の写真です。
　これは毒ガスの被害者の写真です。上の顔が水
膨れみたいにすごくなってる、これは糜

びらん

爛といい
ます。やけどみたいに水膨れがいっぱいできてい
るでしょう。毒の影響で顔についた症状なんです
ね。毒ガスの液がついた糜爛というのは普通のや
けどじゃないんです。普通のやけどは、やけたと
ころの肌に水膨れができて、そこをうまく治療す
れば快方に向かうんですね。毒ガスはそうじゃな
いんですよ。ここに液を浴びたら、浴びたところ
の皮膚を腐らせていくんです。細胞をずっと破壊
していくんですね。いくら表面だけを治しても、
また下のほうにずっと細胞を腐らせていきますか
ら、後からどんどん患部がまた水膨れで、治療を
してもまた水膨れ、どんどん症状が悪化すること
が多いですね。
　この下の子供を見てください。今もう水膨れは
なくなってますよね。でもこれで終わりじゃない
んですよ。またここに水膨れが、糜爛が出てくる
んです。繰り返し繰り返し出てきて被害者を苦し
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める。しかも皮膚を腐らせるわけですから、すご
い激痛が伴うらしいですね。本当に毒ガスは原爆
とよく似ているんです。被害を受けたらすぐ治る
もんじゃないです。
　もう一つ見てもらいますね。これもイラン・イ
ラク戦争での被害者の写真です。今度は毒ガスで
殺されてる写真です。この子、何歳でしょう。こ
れが毒ガスなんですよ。もういったん使えば、こ
れは大人だろうが、子供だろうが、ことごとく殺
し傷つけるのが毒ガスなんです。原爆と一緒です
よね。そういう兵器を残念なことに第二次世界大
戦中、日本が使ったんです。この写真はイラン・
イラク戦争の被害者ですけど、中国で日本軍が
使った毒ガスで同じような被害者がいっぱい出て
いるんですね。そういう歴史があるんです。

日本軍による毒ガス兵器の使用
　そういう悲惨な歴史があるにもかかわらず、日
本人のほとんどの人が知らないです。広島の原爆
のことはほとんどの人は知ってます。特にここに
いま集まられている方は、８月６日に広島でどん
なことが起こったか、あるいは８月９日に長崎で
どんなことが起こったか、ほとんど皆知っておら
れると思います。でも同じように悲惨な武器が使
われ、悲惨な歴史があるのに、日本軍がやった悲
惨な歴史がほとんど日本人に知られていない。こ
れは大きな問題ですね。
　私たちはそれを伝えていくことは絶対重要だと
いうことで、大久野島の歴史を調べて、みんなで
伝える活動をやっているところなんです。今日は
こういう機会に、大久野島の毒ガスの歴史がどう
いう経過をたどって、何で日本人にあまり知られ
てなかったのか、そのことをしゃべらせてもらお
うと思います。
　皆さんのお手元の冊子がいま私たちが活動して
いる大久野島という島です。この島はいま観光地
になってます。きれいですよ。ぜひ来てください。

ウサギが約300匹住んでます。しかも野放しです。
だから、だれが来てもウサギがいっぱい集まって
きます。何か自分がスターになった気分になりま
すよ。わーっと集まってきますからね。みんなに
愛される、いわゆる憩いの島になっているんです
ね。でも昔は島全体が毒ガス工場だったんですね。
　島全体が秘密の毒ガス工場になる前は、３軒の
農家が平和に暮らしてたんです。農業をやって、
平和でのどかな生活をしてたのですよ。ところ
が、そこに毒ガス工場をつくるんだということ
で、あんたたちは出ていきなさいと全部追い出さ
れた。毒ガス製造が始まったのが1929年。工事は
27年から始まってるんですけど、それ以来この島
に住民は一人も住んでないんですよ。観光地に
なって自然豊かな島になってます。今も住民はだ
れもいないんです。今この島は環境省が管理して
います。国民休暇村がつくられて、ホテルがあっ
て、観光で来る人たちも十分楽しめるような島に
なっています。
　もちろんかつてそういう悲惨な歴史がありました
から、平和学習に小学生、中学生、高校生、大学生、
大人がやってきます。そういう人たちのお手伝い
をしてるのが私たちのボランティア活動です。
　この島で結局、毒ガスを日本は15年間つくりま
した。これは今の写真で、国民休暇村の宿舎の写

写真①：現在の休暇村大久野島（国民宿舎）
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真です（写真①）。大体200人ぐらい泊まれるよう
な結構大きなホテルなんです。このホテルがあっ
た同じ場所にはかつて毒ガス工場があったんです
ね（写真②）。いま行ったら、こんな写真を見な
かったら、毒ガスの工場があってなんて信じられ
んぐらい平和です。
　もう１枚写真を見てください（写真③）。写真
をつないでつくったんですけど、これが大久野島
の毒ガス工場です。これがすべてじゃないです
よ。メーンな工場地帯で、いろんな種類の毒ガス
がつくられていました。これは陸軍の毒ガス工場
です。日本にはもう一つ毒ガスの生産工場があり
ました。２カ所しかなかったです。国際条約に
使ってはいけない兵器だったから、あちこちでつ
くってはないんですね。陸軍の毒ガス工場は大久
野島。もう一つ、海軍の工場があったんですね。

この近くにある寒川町、相模の海軍工廠に海軍の
毒ガス工場があったんですよ。海軍の毒ガス工場
はもともとは平塚に仮の工場があって、それが寒
川町に移って、本格的な工場として活動するよう
になったんですね。だから７～８年前に平塚で毒
ガスのガラスの玉が見つかりましたよね、チビと
いうね。日本の毒ガスの工場は２カ所しかない。
１カ所は大久野島、１カ所がこの近くの平塚。そ
ういうところにあったということもぜひ知ってお
いてくださいね。
　しかも大事なこと、日本軍が戦争中につくって
使った毒ガスは、その当時、国際条約では使って
はいけないという、禁止された兵器だったんです
ね。1919年のベルサイユ条約、ここでみんな集
まって、一般の人たちも全部殺してしまう、小さ
い子供たちも全部傷つけてしまう、こんな兵器は
使うまあやいう約束をしました。
　何でベルサイユ条約でそういうことをやったか
といったら、実は第一次世界大戦では毒ガス戦争
と言われてるぐらい、いっぱい使ったんです。そ
のときの写真がこれです。これは第一次世界大戦
中の、イギリスの兵隊が毒ガスで苦しんでる写真
です。下は逆にイギリス軍が毒ガス戦をやってる
写真です。このときには最初にドイツが使い始め
たらしい。ドイツが毒ガスを使ってたくさんのイ
ギリス兵を殺したもんだから、それならうちもや
ろういうことで、今度はイギリスが新しい毒ガス
を開発して使用し、フランスも使う、アメリカも
使う、ロシアも使う。とにかく第一次世界大戦で、
ヨーロッパで戦った国は皆毒ガスを使い出しまし
た。
　しかも毒ガスというのはいろんな種類ができる
んですよ。いろんな薬物をまぜ合わせればより強
力なのができるんですね。各国が競争でより殺人
力の強い毒ガスをつくって使ったもんだから、実
に４年間で130万人もヨーロッパの人が毒ガスで
死んだり傷ついたりした。それでベルサイユ条約

写真②：国民宿舎の場所にあったルイサイト工場

写真③：�大久野島の三軒家毒ガス工場群（現在の国
民宿舎前広場にあった）
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で集まった時に、こんな悲惨な兵器は使わないよ
うにしようということを約束したんですね。じゃ
日本はどういう態度をとったか。賛成しました。
当然だと、そんな悲惨な兵器は使うべきではない
という意思表示をしたんですね。
　しかもその後、1925年にジュネーブ議定書とい
うのを世界各国が結んでいます。日本はジュネー
ブ議定書には一応賛成はしたんだけど、最終的な
批准はしてないです。ほかの国はほとんどが批准
したんですけど。そのときにも毒ガス兵器と細菌
兵器は一般の人も全部巻き込むような兵器だから
やめよういう約束をしたんですね。
　原爆はまだできてなかったから、使ってはいけ
ないことになってなかったんですよ。でもできて
おったら同じですよ。だって、無差別大量殺人兵
器ですからね。原爆はまだできてなかったから、
対象は毒ガス兵器だったんです。ねらいは何かと
いうと、戦争に関係ない子供たちまで、あるいは
老人まで、皆殺したり傷つけるような兵器は絶対
使わしてはいけないというのが趣旨だったんです
ね。日本は国際条約では毒ガス使用禁止に賛成し
ておきながら、大久野島でひそかに毒ガスをつ
くって、ひそかに戦争で使っていたんですね。
　マレーシアとかインドネシアなどの東南アジア
でも使ったんですよ。でも、東南アジア方面で
使ったのは量も少ないし回数も少ないです。一番
たくさん使ったのは中国です。中国ではたくさん
の人が毒ガスで殺されたり傷ついたんですね。こ
れが日本軍が中国で毒ガス戦をやってるときの写
真です。上の写真は上海。いま万博が行われてま
すけど、防毒面をかぶってるのは日本の兵隊です
ね。上海の市街で毒ガス戦をしているところで
す。自分たちは防毒面かぶっとかにゃ危ないです
よね。煙が反対に吹いてきたら自分らも毒ガス吸
いますからね。これは日本の兵隊なんです。
　これも貴重な写真です。1937年に湖北省で実際
に日本軍が毒ガスを使って中国の村を攻撃してる

写真なんです。戦争中に使ってはいけない毒ガス
を使っておる写真なんて、もうめったに手に入ら
ないんですけど、たまたま従軍記者が撮ってた写
真が戦後出てきたんですね。ここにいるのは日本
の兵隊です。この煙が毒ガスです。毒ガスと発煙
筒をまぜて使っている。この煙の向こうには当然
中国の村がある。こういうようにして、日本軍は
中国では盛んに毒ガスを使ったんですね。
　戦争中、中国はそれを調べる余裕はなかった。
戦争が終わって、平和を取り戻して調べたら、
はっきりとした証拠がつかめただけで、日本軍は
2000回以上毒ガスを使っている。９万人以上の中
国人を毒ガスで殺したり傷つけている、そういう
データがはっきりとわかったんですね。
　もちろんこれは戦争が終わって大分たってから
調べておるんです。中国は日本の侵略戦争が終わ
りを告げたときからは、今度は国民党と共産党の
内戦が始まりましたね。だから日本の戦争犯罪
を、あるいは毒ガスをどこでどう使ったかいうの
を細かく調べるような余裕はなかったんですね。
かなり時間がたってからの調査ですから、十分な
調査ができにくい状況だったですね。本当は2000
回以上使ってると言えると思うんです。ただ、
はっきりとした証拠があるのが2000回、でも日本
は国際条約では使わないときちんと表明してるん
ですよ。それを一回でも使ったらば問題です。2000
回以上も使って、しかも９万人以上の中国人を毒
ガスで殺傷しているということは事実です。当然、
戦争が終わったら問題にならにゃいかんです。

闇に葬られた毒ガス兵器
　ところが戦争が終わったときに日本の戦争につ
いて裁いた東京裁判、極東国際軍事裁判ですね、
1946年に行われました。東条英機ら日本を侵略戦
争に導いたという責任者は絞首刑になりました。
いろんな戦争の事実が裁かれる。日本は当然ここ
で毒ガス使用の国際条約違反のことを裁かれなく
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てはならなかった。国際条約に違反した兵器を
2000回以上も使って、しかもたくさんの中国人を
殺傷し、東南アジアでも使ってるんですから。と
ころが、この裁判から外されたんです。
　何で外されたかが一番問題なんです。日本が
やった毒ガス犯罪は絶対裁かなければいけない
と、アメリカのモローという人が一生懸命日本軍
の毒ガス使用の証拠を集め、裁判にかける準備を
してました。裁判にかけたら十分日本軍が毒ガス
を使ったことが証明できるデータを全部集めてい
たのです。ところがいよいよ裁判にのせるぞとい
う時、アメリカの陸軍の化学統括部隊が、それは
まずいとストップをかけた。日本の毒ガス戦を裁
いたら、これからアメリカが毒ガス戦をやれんよ
うになる、それは困る。それでマッカーサーに
言って、マッカーサーからモローのところへ、裁
判にかけるのはやめとけということになったんで
す。
　ベルサイユ条約とかジュネーブ議定書では、
使ってはいけないという禁止だったんですね。し
かしつくって持っておくことは禁止してなかった
んです。だから第二次世界大戦中も、アメリカも
持ってる、イギリスも持ってる、ドイツも持って
る。みんな持ってたんですよ。イギリスは毒ガス
の数を日本の５倍持ってたんです。ドイツは日本
の10倍持っとったんです。アメリカは日本よりも
より強力な毒ガスを20倍持っとったんです。東京
裁判のときにアメリカは世界一の毒ガス兵器所有
国だったんですね。第二次世界大戦後、アメリカ
が毒ガスを使えんようになると困るという理由
で、この裁判から外して日本がやった毒ガス戦の
歴史を闇に葬ってしまったんですね。だから日本
人も知らない人が多い。
　日本政府は知っておりますよ。だって、東条英
機が命令を出しておったんですから。日本が毒ガ
ス戦をやめたのは戦争が終わる１年前なんです
よ。日本は毒ガスを1929年に本格的につくり出し

て、戦争で使い出したんですけど、毒ガスを使う
のをやめたのは1944年７月。東条英機が命令を出
して、これからは毒ガス戦はやめ、一切使っては
ならない。大久野島でも毒ガスの製造は中止せよ
と命令を出しました。それで日本軍はやめたんで
す。戦争が終わる１年前ですよ。何でやめたかと
いったら、アメリカに警告されたんです（２）。日
本は中国でこっそりと毒ガスを使って、たくさん
の中国人を殺傷しよる。国際条約違反じゃない
か。もし日本がそれをやり続けるなら、アメリカ
も使うよと。
　日本は戦争中はアメリカに対しては使うなとい
う命令を出しておったんです。中国に対しては
使ってもいいけど、アメリカに対しては使うなと
いう命令です。アメリカに対して使ったら逆にア
メリカが、報復攻撃に毒ガスを使ってきたら勝て
ないからです。日本の20倍持ってるんだから。し
かも日本よりもはるかに強力な毒ガスを持って
る。それで、戦争中はアメリカに対して日本は使
わなかった。アメリカも国際条約でみんなで使う
まいという約束しておる兵器だから、あえて使わ
なかったんですね。
　だけど中国に対しては日本は使った。何でかい
うたら、中国にはそれに対抗する能力がなかっ
た。毒ガスをちょっとは持っとったけど、たかが
知れてる。しかも防護体制が全然劣ってたんです
ね。日本軍はアメリカに対しては使ったら報復が
怖いから使わないけど、中国には使えたんです
ね。今、お話ししたことは、2007年９月２日に放
送された NHKの「ETV特集　裁かれなかった毒
ガス作戦」という番組で放送されてます。
　アメリカが東京裁判から外した理由がもう一つ
考えられます。それは原爆です。もし日本の毒ガ
ス戦を裁いたら、日本は確かに毒ガスで中国の人
をたくさん殺したりした、それじゃアメリカの原
爆はどうなるのか、あれも無差別大量殺人兵器
じゃないのかという世論が巻き起こる可能性があ
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る。それはまずいと計算した可能性を指摘する学
者もおります。それはあくまで可能性があるとい
うだけで、はっきりしてません。ただ、これから
アメリカが毒ガスを使えなくなるのはまずいとい
うのははっきりしてます。そういうような理由で
外された。日本人は知らないんです。日本政府も
それをいいことに黙ってる。しかも大人が黙って
るだけじゃないですよ。子供たちにも何も教えな
い。子供たちも知らないです。
　例えばこれを見てください。これは社会科の教
科書です。上が小学校の教科書、下が中学校の教
科書です。コピーしましたけど、これは２ページ
にわたってるんですよ。全部に原爆のことはちゃ
んと出てます。広島が焼け野原になった原爆の悲
惨な写真です。これから二度とこういう悲惨なこ
とを起こさんようにしましょうって教えてます。
でも日本軍は原爆で被害は受けたけど、一方では
毒ガスでこういうことをやったと加害のことは一
言も出てない。日本政府はあえてそういうことを
出そうとはしてない。結局大久野島の日本軍の毒
ガスの歴史は日本人には知られないままにずっと
来ているんですね。日本政府もそれをずっと黙っ
てきたんですね。残念ながらそういう歴史があ
る。
　そういう歴史がやっとみんなに、大変なことを
やっていたんだということが知られるようになっ
たのは1984年のことです。実は日本軍が毒ガス戦
をやっておったという証拠が公になったんです。
1984年６月15日の『朝日新聞』の第１面に出たん
ですね。立教大学の粟屋憲太郎先生が、アメリカ
の公文書館で自分の研究テーマを調べていたら、
その中に日本軍がやった毒ガス戦の資料が見つ
かったんです。多分、裁判でモローが集めた資料
の一部だったんだろうと思うんですけどね。
　これを見てびっくりして、日本軍は大変なこと
をやっているじゃないか、表に出てないだけで
と。粟屋先生が見つけたのは1983年なんですけ

ど、これが間違った情報だったら大変なことにな
るから、ちゃんと裏づけされたんです。１年間か
けてずっと本当にそうかいうことを調べられた
ら、間違いない、日本は毒ガスをやってる。それ
で新聞に出された。
　僕は大久野島という毒ガスをつくった工場の近
くで育ったんですけど、子供のときから毒ガス島
のことは知っていました。大久野島では毒ガスを
つくった、でも戦争では使うことはできへんかっ
たって思っていました。使わんかったと。それは
良かった、毒ガスを使って外国人をいっぱい傷つ
けたりしていないのでよかった、ぐらいにずっと
思ってた。教員になってもそう思ってた。ところ
が、この資料のことを知って、僕もびっくりしま
したね。使ってるんです。たくさんの人を殺して
るんですね。日本国内でも1984年ぐらいから
ちょっとずつ日本軍の毒ガス戦争の事実が知られ
るようになったのです。

大久野島の毒ガス被害
　今までで日本の加害のことをずっと話しました
けど、大久野島で15年間毒ガスをつくったわけで
すから、当然大久野島で働いた人たちに被害が
いっぱい出ておりますね。ちょっと視点を変えて
被害の話させていただきます。
　15年間毒ガスをつくった間に大久野島で働いた
人は約6,700人。もちろん毒ガスを実際につくる
工員さん、これは一番危険な目に遭ってますよ
ね。でも大久野島で働いた人は工員さんだけじゃ
ないんですよ。戦争がどんどん厳しくなったら徴
用工、女子挺身隊、動員学徒、子供たちまで毒ガ
ス工場に手伝いに行かされているんですね。これ
がその写真です（写真④）。13歳、14歳の、忠海
中学校という、ちょうど大久野島の向かいにある
町の中学生たちです。大久野島に行って防空壕を
掘らされたり、あるいは工場の掃除をせいとか
言って、いろんなことをやらされて、結局被害を
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受けたわけですよ。
　同じく女学生、これは忠海高等女学校の生徒で
す（写真⑤）。年はやっぱり13歳、14歳、この子
たちも行っていろんな作業をしとるんです。こう
いう子供たちも含めて約6,700人の方が働きに
行って、ほとんど被害を受けています。もちろん
全員とは言いませんよ。軽いとか重いとかの差は
あっても。大久野島に働きに行って毒ガスの被害
を受けた人の症状で一番多いのが慢性気管支炎、
のどをやられてます。普通、元気な私たちは気管
に繊毛といって、ちゃんと毛が生えてるらしいで
すね。その繊毛は外からばい菌なんか吸ったら

ちゃんとクリーニングするらしいです。それが大
久野島で働いた人は、有毒なガスを吸っているた
め繊毛が破壊され、慢性気管支炎にほとんどの人
がなってる。
　慢性気管支炎になると冬に風邪を引きやすい。
しかも風邪を引いたらせきが連続して出てとまら
なくなる。本当に重い症状の慢性気管支炎の人
は、夜中じゅうせくんですね。この写真の方はそ
うですね、片手にたんつぼ持って座ってます。横
に寝ることができないんです。ずっとせきが出
る。そのうちばい菌がたまってのどに詰まるか
ら、吐き出しながら、ぜいぜい夜中じゅう深呼吸
をするいうか、せきをしながらやっと生きてる人
ですね。
　実際にこういうお父さんの症状を見た子供の話
を聞いたことあるんですけど、最後は血のまざっ
たたんを吐き出していたそうです。こういうひど
い人は戦争が終わってどんどん死んでいきまし
た。女学生なんかは比較的軽かったけど、やっぱ
り慢性気管支炎になったら皆戦争が終わっても
ずっと治療せにゃいかん。この写真は、女学生が
慢性気管支炎になって治療している様子なんで
す。この女性たちも大久野島に来たときは13歳、
14歳の本当に子供たちですよ。もう戦争が終わっ
てもずっと後遺症で苦しんでる。
　この写真を撮ったときは51歳です。今、この方
たちは76歳ぐらいになっています。でもまだ後遺
症がずっと続いて、病院に行って、やっぱりたん
が詰まったりせきが出たりしたら、それを抑える
薬を飲みながら、後遺症とずっと闘って生きてお
られる。毒ガスはいったん被害を受けると簡単に
治らない。後遺症でずっと苦しむ。これは原爆と
一緒です。
　それともう一つ、毒ガス被害者で多いのはがん
です。この写真の方はがんで亡くなった方なんで
すけど、守衛だったんですね。だから実際に毒ガ
スをつくったわけじゃないんですよ。でも肺がん

写真④：学徒動員で防空壕を掘る中学生の絵

写真⑤：学徒動員で毒ガス缶を運ぶ女学生の絵
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で亡くなられました。広島県にはいっぱい大久野
島に働きに行った人がおりますから、広島大学の
医師が戦後10年ぐらいたったときに、ある30歳ぐ
らいの比較的まだ年が若い男の人を診察した。そ
の人は、肺がんだったんです。それで、その人が
死んだときに解剖して調べたら、もうとんでもな
い、肺がむちゃくちゃやられとったらしいです
ね。30歳、31歳の若さで何でこんな肺になるんだ
と。何ぼ、たばこを吸い過ぎてもこれはおかしい
と。その人の経歴を見たら、大久野島で働いてい
た。毒ガスはやっぱり肺がんなんかの大きな原因
になっとるんじゃないかと思って、それで広島大
学の医師たちが一般の人と大久野島で働いている
人の肺がんの発生率の比較調査をされたんです。
　大久野島で働いとる人は圧倒的にがんになって
る人がいた。それで専門的に毒ガスの成分を調査
されたら、はっきりしました。イベリットという
毒ガスは発がん性があるんです。今は、大久野島
で働いた体験のある人は自分ががんにいつなるか
もしれんという恐怖を持ちながら生きておられる
のが現状です。
　大久野島で毒ガスをつくり、それをどうしたか
いうことを大体しゃべらせてもらいました。ただ
私が言いたいのは、広島といえば原爆被害のこと
ばかりが話題に上ります。でもその原爆の被害を
受けた広島から大久野島は車で１時間半もかから
ないんですね。ごくそばにある。その大久野島で
つくった毒ガスが戦争中たくさんの外国人を殺し
たり傷つけた。そういう歴史を残念ながら知らな
い人が多いということはすごく問題です。
　本当に核兵器廃絶を訴え、世界の平和を訴える
んだったら、私たちは広島・長崎の原爆だけを世
界に訴えたんでは力が届かないと思います。自分
たちがやった加害の歴史もきちっと知り、反省す
べきところは反省した上で世界に訴えていかなけ
れば、本当の意味での訴える力が発揮できないん
じゃないか。大久野島の歴史を勉強せにゃいか

ん、被害だけじゃいけないって全国からやってき
ます。広島に行って被害の勉強して、帰りに大久
野島に寄って加害の勉強してくれる学校が、最近
ちょっとずつふえています。でも、まだまだ少な
いです。大久野島にそういう加害の歴史を勉強し
に来る小中高学校、年間約200校です。そのうち
僕らが40校ぐらいお手伝いしています。広島に被
害の勉強しに何校行くと思いますか。約7000校行
くんですよ。だから本当はもっともっと大久野島
に来て欲しいです。
　もちろん広島の原爆のことは勉強していかな
きゃいかんですよ。でもあわせて自分たちがやっ
た加害の歴史も一緒に勉強することが大切。これ
から若い子は世界に出ていくんでしょう。やっぱ
り被害のことも加害のこともきちっと勉強して、
確かに日本はこういう悪いことをした、でも二度
とこういうことは私たちはしないということを自
信を持って言えるような大人になって欲しい。そ
のためには被害の歴史だけではいけないですよ。
やっぱり加害の歴史もあわせてきちんと勉強する
ように、子供たちにも僕たちはやっていかなけれ
ば。
　そういう意味でもこれからも大久野島でボラン
ティア活動を頑張りたいです。僕の今の目標では
75歳までは頑張ってやろうかなと。その後はでき
るだけ同じように大久野島の加害の歴史を伝えて
いく後継者を育てていきたい。アメリカ軍が闇に
葬った大久野島の毒ガスの歴史を闇に葬ったまま
にはさせないぞというのが私の今の思いなんで
す。ちょっと興奮してしゃべりましたけど、あり
がとうございました。

　私たちは決して加害のことを訴えるだけではな
くて、中国の被害者とも交流をやっています。そ
の話を今度は毒ガス島歴史研究所の代表の山内静
代が、また皆さんにお話しさせてもらいますの
で、よろしくお願いします。
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毒ガス被害者との交流
　山内静代　皆さん、こんにちは。私は毒ガス島
歴史研究所のメンバーの一員としてこのような歴
史を掘り起こし伝えるという活動を行っておりま
す。今日は毒ガス被害者との交流についてお話し
させていただきます。時間の関係で２カ所に限っ
てお話しします。
　日本軍が毒ガスを戦争中に使用して、村人約
1000名を殺したという村が中国にありますが、河
北省の北坦村という村です。1942年５月27日のこ
とでした。日本軍は、攻撃を逃れるために地下に
逃れていた村人に対して、赤

あかとう

筒というくしゃみ性
の毒ガスをその入り口から投げ込んで入り口にぬ
れた布団をかぶせて殺傷したんです。赤筒はく
しゃみ性の毒ガスであって、殺傷性はないという
ふうに軍は言っておりましたけど、密閉されたと
ころに投げ込まれたらものすごい殺傷能力を持ち
ます。ですから、地下に逃げていた村人たちは大
変な被害を受けました。たくさんの人たちが亡く
なりました。辛うじて穴から逃げ出してきた人た
ちに対しては、日本軍は入り口で待ち構えてい
て、銃剣で刺し殺した。
　そういう村があるということを知りまして、私
たちは1998年にこの村を訪れました。大平原の中
にトウモロコシがずっと植えてあって、その中に
村がありました。その村の一角に小さな霊園があ
りました。その霊園で辛うじて生き残った体験者
に、（幸存者といいますが）話を伺いました。
　そのときの地下に逃れていたところに毒ガス弾
が撃ち込まれたときの様子、これはもう本当に悲
惨きわまりないものでした。地

ちどう

道の中に、いまだ
にたくさんの遺体が眠っているというのです。そ
の上で田畑を耕し、生活をしなければならない。
掘り起こすことすらできないという話を聞いたと
きに、私はとても衝撃を受けました。投げ込んだ
赤筒というのはもちろん大久野島でつくられたも
のです。

　参加した私たちは言葉が出ませんでした。その
ときただただ深く謝罪しましたけど、これから謝
罪だけではなくて、私たちにできることは何なん
だろうと考えました。私たちがその気持ちをどう
表わせばいいんだろうかと村の人たちと相談しま
して、その後も毎年のようにその村に若い人たち
を連れて学習に行く、そして事実を学ぶというこ
とをやっております。
　2004年には実際に大久野島で毒ガスをつくった
製造者の藤本安馬さんという人が、自分も連れて
いってくれと言われました。旅をした時は78歳で
す。ところが前の年の冬に胃がんを患い、末期が
んと診断され、胃を全部摘出した。北坦村に行っ
たのが、その次の年の夏です。私たちは、とても
命の保障がないからと躊躇しました。けれどもこ
の方は「どうしても命あるうちに行きたい。行っ
て直接謝罪したい。娘を連れていくから」という
ことで同行されました。
　写真のこちらは北坦村の李慶祥さん、攻撃され
た当時14歳だったそうです（写真⑥・左側）。家
族と一緒に地道に逃げ込みましたところへ毒ガス
弾が投げ込まれました。辛うじて逃げることがで
きたんですけど、お姉さんと妹さんと２人の弟さ
ん、４人を失いました。藤本さんは「その毒ガス
は私がつくったんです」、藤本さんは振り絞る声

写真⑥：�毒ガスの被害者（李慶祥）と加害者（藤本
安馬）
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で言われました。そうすると李さんが「あなた方
がやった侵略というのは鉄の事実で、消し去るこ
とはできない。でも子供だったあなたたちもだま
されてつくらされ、そしてだまされて中国に兵隊
としてやってきた。この歴史の事実をしっかりと
踏まえて、これからともに平和に向かっていきま
しょう」と言われた。藤本さんはうなだれていま
した。でもこの２人は最後には平和に向かってい
きましょうとともに手を携えることができた。そ
のときの様子の新聞報道がありましたのでゆっく
り読んでください（2004年９月15日『中国新聞』
掲載）。
　その後この村に資料館をつくりたいということ
がありました。私たちは日本で募金活動をして、
資料館建設の一部にと寄贈したり、大久野島での
毒ガスの事実をパネル資料として送ったりしてい
ます。小さな資料館ですけど、北坦村にも毒ガス
戦の資料館ができました。今年の春も行きまし
た。ちょうど４月５日の清明節、日本でお盆に当
たる日でした。村の人たちがたくさん集まって、
そこで慰霊祭とか平和について考えるという集い
をしていました。写真⑦⑧はそのときに集まって
いた子供たちですが、そこで私は話をする機会を
与えられました。
　私はここで話をするのは初めてだったんですけ
ど、やはり大久野島での毒ガス製造の歴史の事実
を話しました。それと同時に、その毒ガスによっ
てこの村の人たちを殺傷した、そしていまだにそ
の遺体がこの地の下に眠っている、そのことに対
する追悼と謝罪の言葉を述べました。そして、こ
の若い子供たちに、これからの平和な世界をつ
くっていくために頑張ってほしいということを伝
えました。
　憎いだろう日本人が目の前に立って話をしてい
る。けれども、村の人みんなは静かに聞いてくだ
さいました。そして終わった後子供たちが資料館
の中を見学するんですが、高校生たちが一列に

なって私に握手を求めてきました。「ニーハオ、
ニーハオ」って。私は「ニーハオ、ニーハオ」、
「シェイシェイ（謝々）」、それから「ツァイツェ
ン（再見）」、この三つしかしゃべれないんですけ
ど、それで子供たちとの心は何かしっかりとつな
がったような気がしました。

今も続く毒ガス被害
　次にお話しするのは、中国遺棄毒ガス被害者の
話です。戦争が終わった1945年８月15日以降、中
国にいた日本軍は、残されていた国際条約違反の
大量の毒ガス使用がばれたら困るということで、

写真⑦：北坦村平和集会に集まった中国の子ども達

写真⑧：�北坦村で大久野島の毒ガス加害について語る
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毒ガスをすべて秘密裏に隠して帰れという命令を
受けました。海があれば海、川、沼、それがなけ
れば土を掘って、その中に埋めて、真っ平らにし
て全くわからないようにして逃げ帰れという命令
で、夜のうちにこっそりとほんの数日間のうちに
行われました。帰国したら一切しゃべってはなら
ぬという命令です。ですから、いまだにどこにど
れだけの毒ガス弾が、毒液が埋もれているか、沈
んでいるか、わからない状態です。これがいま大
変な問題を引き起こしています。
　そのことを知ったのは1996年のことでした
（1997年８月16日『中国新聞』）。本当にそうなん
だろうか。やっぱり行ってきちんと調べる必要が
あるということで、翌年聞き取り調査のために中
国東北部に行き、たくさんの被害者に出会いまし
た。本当に厳しいものでした。そのうちの一人、
李国強さんについてお話ししたいと思います（写
真⑨）。
　李国強さんはチチハルの放射線科のお医者さん
でした。チチハルの富

ふ ら る き

拉亦基というところで工事
中に一つの缶が掘り出されました。みんな中に何
が入っているかわかりません。この中身を調べて
ほしいという依頼があり、彼は一生懸命調べまし
たがわかりません。そこで牛乳瓶１本分、研究室
に持ち帰って調べました。彼は毒ガス被害を受け

33日間、意識不明の生死をさまよう状態に陥りま
した。辛うじて命は取りとめましたが、仕事を続
けることはできず、退職を余儀なくされました。
　連れ合いの王雅珍さんは小学校の先生でしたけ
ども、看病をするために彼女も体を壊して退職し
ました。２人の娘さんに恵まれ、幸せな家庭だっ
たんですけど、一瞬ですべて奪われてしまいまし
た。
　そのとき李国強さんより、日本から今までいろ
んな人が聞きに来たけど、聞いて帰るだけで何の
音さたもない。私は何とか命を長らえたいからそ
の方法を教えて欲しい。そして、この被害のこと
を日本の国の人たちにしっかりと伝えてというこ
とを言われました。そこで私たちは、証言を聞く
ということは責任が生じることなんだということ
を改めて思い知りました。帰国して三つのことを
行いました。
　まず最初は、日本政府に対して謝罪と補償する
ようにという要請書を送りました。二つ目は、大
久野島の近くの竹原で毒ガスの障害者の治療に携
わってる先生に慢性気管支炎の治療法について聞
きました。それを中国語に翻訳して送りました。
けども、それでその方の病気がよいほうに向かう
はずはありません。私たちもこの方の体のことを
非常に心配しておりますが、やはり問題なのはこ
のことをほとんどの日本人が知らないことです。
　まずは知らせる必要があるということで、三つ
目は、この方に日本に来て証言をしてもらうこと
にしました。その次の年です。「中国遺棄毒ガス
弾被害者と交流をすすめる会」というのを立ち上
げまして、やっと実現することができました。竹
原と広島で証言をしてもらい、病院でも診察をし
てもらいました（写真⑩）。けれども、帰国して
薬代は非常に高く、生活は非常に困窮していま
す。十分な治療も受けられません。しかも、昨年
10月、李国強さんの薬を買うためにチチハルから
ハルピンまで行って帰る途中、30歳になる娘さん写真⑨：遺棄毒ガス被害者李国強さんの証言を聞く
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が交通事故で亡くなってしまったんです。手紙が
来ました。「毒ガスは私たちの幸せを奪ったばか
りか、娘の命まで奪うのか。私さえあのとき毒ガ
スに遭遇していなければ、中国大陸に毒ガスさえ
来ていなければ、戦争が終わって平和な暮らしを
している私たちの生活を奪われることはなかっ
た。」
　いま李国強さんはそれでなくてももう命のとも
しびが消える状況にありますが、生きる希望さえ
も奪われている状況です。本当に私たちはこのこ
とをどういうふうにとらえたらいいんだろうか。
中国大陸ではこのような犠牲者が3000人以上もお
られると聞いております。戦争が終わった後の、
毒ガスの被害者です。
　どうしてももう一つだけ聞いていただきたいこ
とがあります。毒ガスはどこに埋まっているかわ
からないものですから、いつ被害が起きるかわか
りません。今も起き続けています。一例は2003年
８月４日の事故です。今から７年ほど前、チチハ
ル市で地下駐車場をつくるために掘っているとき
に五つの缶が掘り出されて、そのうちの一つにユ
ンボががーんと当たってしまって、穴があいて中
から液がどろどろ流れ出てしまったんです。まさ
かその液が毒液とはみんな知りませんから、町の
中で掘られた土をどこかへ持っていかなければい

けない。もうその土はうちの学校の校庭に下さ
い、道路の穴を埋めるのに下さい、公園に下さい
という予約が来てたので、あちこちへ運ばれてい
きました。
　そこへ遊びに来ていた子供たちが被毒しまし
た。砂山で遊んでいた子供たちのうちの１人、女
の子、馮佳縁ちゃんといいますが、当時11歳でし
た。毒ガスは手や足をずるずるにし、肉を腐らせ、
神経を腐らせますから、考える力も奪いました。
彼女の夢は陸上選手になることだったんです。走
るのがとても速かったんです。だけど、今は走る
ことさえできないし、考えることさえだんだんそ
の力を奪われています。
　男の子もいます。王君。彼は公園で遊んでいて
被害に遭いました。この子の夢はサッカーの選手
になることだったんです。本当に上手でみんなか
ら期待されてたんですけど、今はサッカーどころ
ではありません。子供たちは日本政府に訴えてい
ます。私の夢を奪わないでくださいと。
　このときには44人もの犠牲者が出ました。この
方（写真⑪）は10数日後に亡くなってしまったん

写真⑩：竹原での中国遺棄毒ガス被害者の証言集会

写真⑪：�2003年8月遺棄毒ガス被害で亡くなった中
国遺棄毒ガス被害者
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です。残念なことに日本政府は何度裁判に訴えて
もいまだに補償も謝罪もしていません。日本国民
として私たちはこういうことを許してはならない
と思います。
　先ほども話がありましたが、広島の原爆被害の
ことは本当によく知られています。まだまだ知ら
れていない実相もありますけど、まずまずは知ら
れています。けれども、毒ガスのことについては
本当に知られていない。特に大久野島の毒ガスに
ついては、製造したことによってものすごい被害
を受けましたけど、その被害者であると同時に、
製造者は加害者にならされてしまう。戦争という
のは被害、加害、この両面を必ず見ていかなけれ
ばいけない。残念ながら、日本の私たちの周りと
いうのは、被害面は随分学ぶことが多いと思いま
すが、本当にたくさんある加害面についての学習
というのはなかなかないのではないかと思いま
す。

　ノーモア・ヒロシマ核兵器、ノーモア・大久野
島化学兵器、そしてノーモア戦争、これを微力な
がら訴えて私たちは平和学習お手伝いのボラン
ティア活動をしております。今日はどうもありが
とうございました。

注
（１）本論は、多数の写真を示しながら行われた

講演の記録ですが、言及されている写真の
すべてがここに掲載されてはいないことを
お断りしておきます。

（２）1942年６月５日アメリカ大統領ルーズベル
ト大統領の声明、および1943年６月８日
ルーズベルト大統領の声明と、二回にわ
たって警告声明が出された。（吉見義明著、
2004年、『毒ガス戦と日本軍』、岩波書店、
232-233ページ）


